
入　学　試　験　問　題 前
数　学（理科）
（配点 120点）

1978年度　　試験時間　 150分

注　意　事　項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2 落丁，乱丁または印刷不鮮明の箇所があったら，手を挙げて監督者に知らせな
さい。

3 解答には，必ず黒色鉛筆（または黒色シャープペンシル）を使用しなさい。

4 2枚の解答用紙が渡されますが，青色刷りの第 1解答用紙には，第 1問～第 3問
について，茶色刷りの第 2解答用紙には，第 4問～第 6問について解答しなさい。

5 解答用紙の指定欄に，受験番号（表面 2箇所，裏面 1箇所），科類，氏名を記入し
なさい。指定欄以外にこれらを記入してはいけません。

6 解答は，必ず解答用紙の指定された箇所に記入しなさい。

7 解答用紙の解答欄に，関係のない文字，記号，符号などを記入してはいけません。
また，解答用紙の欄外の余白には，何も書いてはいけません。

8 この問題冊子の余白は，計算用に使用してもよいが，どのページも切り離しては
いけません。

9 解答用紙は，持ち帰ってはいけません。

10 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 1　　問

半径 1 の円 O の周を 6 等分する点を図のように順次 A1, A2, · · · , A6 とする。弧
A2A1A6および半径OA2，OA6に接する円の中心を Pとし，この円 P の周と線分OP

の交点を Bとする。線分OA3上にOQ = PA1をみたすように点Qを定める。Qを中
心とし QA3を半径とする円周と円 P の交点のうちで，直径 A1Bに関し点 A2と同じ
側にあるものをCとする。
このとき四辺形 OPCQは平行四辺形であることを証明せよ。また弧 A1A2A3，弧

A3C，弧CBA1によって囲まれた領域（図の太線で囲まれた部分）の面積を求めよ。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 2　　問

xの関数 f(x) = (x2 − 4)(x2 − 9)の，t ≦ x ≦ t + 1という範囲における最大値を
g(t)とする。tが−3 ≦ t ≦ 3の範囲を動くとき，関数 s = g(t)を求め，そのグラフを
描け。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 3　　問

C を放物線 y = 3
2
x2 − 1

3
とする。C 上の点Q

(
t, 3

2
t2 − 1

3

)
を通り，Qにおける

C の接線と垂直な直線を，QにおけるC の法線という。

(1) xy平面上の，点 P (x, y)で Pを通るC の法線が一本だけ引けるようなものの存
在範囲を求め，xy平面上に図示せよ。

(2) (1)で求めた範囲と放物線の内部（不等式 y > 3
2
x2 − 1

3
の定める範囲）の共通

部分の面積を求めよ。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 4　　問

行列A =

1/3 5

0 3

に対し，次の問に答えよ。
任意の整数 n > 0に対して，Anを数学的帰納法を用いて求めよ。また，与えられたa

b

に対しAn

a

b

 =

an

bn

 (n = 1, 2, · · · )とおくとき，極限

u = lim
n→∞

an√
a2n + b2n

, v = lim
n→∞

bn√
a2n + b2n

を求めよ。ただし，
a

b

 \=

0

0

とする。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 5　　問

三角形 ABCにおいて，各辺の長さを，BC = a，CA = b，AB = cと記す。いま，
辺 BCを n等分する点を P1, P2, · · · , Pn−1とし，Pn = Cとする。このとき極限

lim
n→∞

1
n

(
AP2

1 +AP2
2 + · · · · · ·+AP2

n

)
を求め，これを a，b，cで表せ。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 6　　問

xy平面において放物線 y = x2の，0 < x < 1に対応する部分を Lとする。（すなわ
ち L = {(x, x2) | 0 < x < 1}である。）点 P (x, x2)における Lの接線が直線 y = 0，
直線 x = 1と交わる点をそれぞれA，Bとする。また座標が (0, 0)，(1, 0)，(1, 1)で
ある三点を，それぞれO，C，Dとする。
以下つねに 0 < x < 1という範囲で考えるものとする。

(1) △PAC，△PCBの面積をそれぞれ g(x)，h(x)とするとき，g(x) ≦ h(x)となる
xの範囲を求めよ。

(2) 線分 OCおよび線分 CDと放物線の一部 Lで囲まれた範囲をM とする。ただ
しM はその周である線分OC，CDおよび Lを含むものとする。いま L上の点
P (x, x2)を頂点とし，M に含まれるような三角形のうちで，最大の面積を持つ
ものの面積を f(x)とする。関数 f(x)を求め，そのグラフを描け。また f(x)の
極値を求めよ。ただし I = {x | 0 < x < 1}の点 aで，関数 f が極小値（または
極大値）をとるとは，aに近い I のすべての点 xに対して f(a) ≦ f(x)（または
f(a) ≧ f(x)）となることをいう。極大値と極小値をあわせて極値という。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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